

















































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ? ? ?? ??
て苦しんでいたら心配してくれた
・登校できなかった時に，遊びに来てくれた
り，教室に手を握って一緒に行ってくれた
・相談に乗ってもらった時に，思ったよりも親
身に話を聞いてくれた
・怒ってくれたり，応援してくれたりする
・ちゃんと叱ってくれたこと
②　「受け入れてくれた」
・誰にも言えない話を聞いてくれた
・一緒に遊ばせてもらったり，部活動に身を置
かせてもらったりして受け入れてくれた
・受け入れる態勢を作ってくれた
・向こう見ずで突っ走って引かれると思ったこ
とでも，迷わず乗ってきてくれた
・4人グループのグループ名に自分の要素を入
れてくれた
・その人が開いた個展の作品に登場していた
・ダメもとでお願いしたら，ノートを快く見せ
てくれた
③　「仲良くなった」
・仲が良い
・飲み会で話をしたり，研究の話をしたりして
次第に仲良くなった
・話を聞いてくれる人で，何回も話しているう
ちに仲が深まっていった
・本の貸し借りを始めて，話をしてみると話が
進み，すぐに仲良くなった
④　「時間を共有した」
・よく話していたという時間の流れから
・ちょっとづつ話をした年月
・席が前と後ろになって，暇さえあれば話して
いた
・ずっと一緒にいた時間から
・ともに過ごした時間の流れで
・一緒に遊んだり部活動をしたりして気づいた
ら
⑤　「安心感が持てた」
・一緒にいるうちに安心感みたいなものが芽生
えてきた
・雰囲気が落ち着いていて，話をしても大丈夫
だと思うことが多い
・久しぶりに会っても，よく会っていた頃と同
じように話ができる
・進学で離れたことで，久しぶりに会って近況
を話すときに分かり合え，居心地がいいと感
じた
・約束は絶対守る
・秘密をちゃんと守ってくれた
・連絡がしつこく来ないで，程よい距離感だっ
たから
・一緒に出掛けて話をしている中で心を許した
⑥　「活動の共有」
・共に部活動での役割を果たしていた時
・部活動でいろいろなことを共に乗り越えてき
たこと
⑦　「共通点があった」
・クラスで浮くタイプの人間だったという共通
点から
・境遇が同じだった
　以上，河内のカテゴリー分類とは少し違うの
だが，ある人を信頼するきっかけとなった出来
事としては，「気にかけてくれたこと」「（自分を）
受け入れてくれたこと」「仲良くなったこと」「時
間を共有したこと」「（相手に）安心感が持てた
こと」「活動を共有したこと」「共通点があった
こと」などが半構造化面接では浮かび上がって
きた。
　「気にかけてくれたこと」「（自分を）受け入
れてくれたこと」「（相手に）安心感が持てたこ
と」の３つのカテゴリーは自分個人を特別な価
値ある存在として認知してもらえているという
愛着形成理論から見ても愛着形成の基盤となる
?????
????????????????????????
態度，対応である。同時に，「時間を共有した
こと」「仲良くなったこと」は，同一な対象か
ら常に安定的に安全基地を提供してもらえる
（幼児の場合は同一の母親から安定的な肯定的
な積極的な反応が得られるということになる）
ということになる。まさに信頼感形成の重要な
ポイントが学生被験者から得られたことにな
る。
　最後になりましたが，快く卒論の使用を快諾
してくれた，元ゼミ生の岩崎有紀さん，永田帆
乃佳さん，河内広光君に感謝します。
??????
（1）岩崎有紀「青年期の集団生活による精神面
への影響」（神奈川大学人間科学部平成２７
年度卒業論文）
（2）永田帆乃佳「中学生時代の友人関係が人格
形成に与える影響」（神奈川大学人間科学部
平成２７年度卒業論文）
（3）河内広光「友人関係における人が人を信頼
する基準とは何か」（神奈川大学人間科学部
平成２７年度卒業論文）
??????
（1）Ｊ．ボウルビィ「母子関係の理論」Ⅰ，Ⅱ，
Ⅲ（岩崎学術出版社）
（2）岡田尊司「愛着障害―子供時代を引きず
る人々」（光文社新書）
